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一

要 旨

留学や技術研修の目的で一定期間 日本語教育プログラムに参加す る学習者 は、時に

漢字の学習にかな りの困難 を感 じる。(1)短 い期間に集中的に学習せ ざるを得 ない

ため、個 々の漢字情報や使用例 など総合的な学習が不足 しがちなこと(2)学 習及び

漢字の認識の方法が 日本人 と同 じかどうか疑問が残 ること、などが代表的な問題で

ある。このためには、(1)授 業の復習 を支援 し、その中で漢字や用例 などの情報が

必要に応 じて入手で きること、(2)漢 字の形 、音訓、その意味するところを覚 える

だけではな く、熟語や漢字で表現 される語句、ひいては文 中での使 い方 まで も含め

た学習を視聴覚 を利用 して支援できることが必要である。本稿では、学習者が教室

で使用する教科書 に従って復習で き、必要な関連 情報 を随時手に入れることがで き

るような目的 を持つ漢字学習システムの設計 と試作結果について報告する。
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1は じめ に 1

1は じめに

現在石川県 には、1994年6月 現在約5,500人 の在住外国人がいる。その半数 は

在 日外国人で、特別な 日本語学習の必要はないと思われる。残 る半数は、成年、未

成年 を問わず何 らかの形で 日本語を習得する必要 を持っている。県内で は金沢大学

をは じめ、大学 ・短大 ・専門学校 、その他研修生受 け入れ先において広 く日本語教

育が行 なわれている。

石川県社会教育セ ンター国際文化交流セ ンター日本語教室 を例 にとると、1993

年度 は、のべ566人 が 日本語学習の目的で本センターを訪れている。その内訳 はセ

ンター主催のクラス授業、プ ライベー ト授業及び、石川県が受け入れているア メリ

カ、イギ リス、フランスなどの大学、研修生の 日本語研修セ ミナーなどである。ま

た、留学生や 日本語学習 を目的 として石川県 を訪れる外国人も増加の一途 をたどっ

ている。

日本語学習者にとって学習の際の大 きな関門の一つ として漢字の習得があげ られ

る。「手習い」や 「身体で覚 える」 などの言葉で表わされる ように、我 々は書 いて

覚えることに慣 れているが、日本人以外の学習者にとってこの方法 はなかなかな じ

めない場合が多 く、視聴覚的な補助教材が不可欠である。

近年、より視覚、聴覚 に訴える学習方法 として、計算機 を利用 した様 々な領域 の

日本語学習システムの研究が盛 んになって きている。本報告では特に漢字及び漢字

を含む熟語の習得 に焦点 をあて、学習者が習得 している漢字数にあった レベルで情

報を得、自分のペースで学習で きる漢字学習支援 システムの設計 と試作結果 を報告

する。

2対 象とする漢字と漢字学習の問題点

日本語には、ひ らが な ・カタカナ ・漢字(音/訓 を含む)・ ローマ字 とい うよう

に表記方法が4つ ある。日常生活における表記 は、看板、広告 を読むなどの場合を

除き二次的な問題であるが、日本で長 く暮 らす、または仕事のため、専門分野の勉

強をするなどの場合、漢字 を含む文章か ら情報 を得 る必要が出て くる。

ひらがな、カタカナは各 々約50に 過 ぎないが、現代の新聞雑誌などに使用 され

る漢字数は4,000字 以内 といわれ、その うち約3,000字 が一般 に使用 され、中心 的

には常用漢字の約2,000字 が用い られている。新聞に関する調査(昭 和56年 以前の

統計 による)で は、当用漢字(当 時1,850字)の 占める割合は述べ漢字数の98.2%、

教育漢字(当 時996字 、現在1,006字)は90.1%と いわれている。[1][2]

　 噸糊噛一欄麟幽■国醐 藺闇■■■■■圏■■■■■■■■■膨
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2対 象とする漢字と漢字学習の問題点 2

しか しその ような漢字 を個別に覚 えて も新聞の内容が90%理 解で きるとい うわけ

ではない。また漢字の書 き川頁については、日本人の場合手で書いて覚 えることが優

先的に行 なわれて来たが、非漢字圏の外国人にとって、手で書いて覚 えることがは

たして妥当かどうか、また、書 き順を覚える必要があるか どうか という疑問が残る。

外国人 と日本人を比べ ると、それぞれ文字 を認識する方法が違 うので はないかと

思われることが多々見 られる。例 えば同 じ 「口」の漢字 を書 く場合 、日本人にとっ

て最後に書 く画は、下の 「_」 だが、外国人にとっては どこか ら始 まろうが終ろう

があま り大 きな問題ではない。書 き順を教わって初めて 「_」 を最後 に書 くように

なるのではないだろうか。日本人の子 どもは、生 まれて以来ずっと同 じ書 き順の漢

字 を見てきているが、外国人の場合いきなり漢字の形に触れることになる。学習者

の多 くが成人であることも習得の段階で大 きく影響 しているか も知れない。漢字を

認識する過程において学習者が 目で書 き順 を追い、かつ どんな形で使われているか

を確認 しなが ら復習で きることが望 まれる。

日本語教育では構造言語学か ら、さらにコミュニカテ ィブなアプローチが取 り入

れられるようにな り、パ ターンの学習から実際の言語事象 に近い日本語の学習へ と

進展 している。漢字を学習する際 にもコ ミュニカテ ィブなアプローチはないだろ う

か。覚えることを主に した漢字学習は時 として学習者の負担が大 きい。特 に短期間

で 日本語 を習得する必要がある場合、時間の無駄をなるべ くな くし、生 きた 日本語

の一環 としての漢字学習に取 り組 ませたい。

近年、漢字学習のための支援 システム、辞書 システムが少 しつつ開発 されている

が、その主な ものは、書 き順 ・使 い方 ・テス トなどの学習項 目を設け、学習者 に漢

字の属性 ・形を認識させ学習を支援するシステム、漢字の形や構成する部分 に目を

向け、その部分 を属性 ととらえ、学習者が漢字の構成 を理解することによって漢字

の認識 をはかるシステムなどである。

しか し学習者が漢字の形、読み方 を覚えるだけでは、実際に書かれている漢字か

な交 じりの文章 を理解す ることは難 しい。

殆んどの学習者は主 となる教材 、主 に教科書 を使用 し学習 を進める。その際教科

書本文中には学習の レベルに応 じた漢字が出て くる。「習 った漢字だけど、この熟

語は初めて見る」というような場合、一つ一つ辞書で調べるのに時間がかかるなど

の理由から、学習者はついおっ くうにな り、覚えることを諦め、ついにはだんだん

漢字が嫌いになってい くことがあるのではないか と考えられる。実際 目にする文章
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の、どこにこの漢字が使われているかを確認 しなが ら学習することは、学習意欲 を

高める上で大切 な要素だと考 える。

学習者の 日本語学習の 目的は、大 きく2つ に分けることがで きる。一方は日常生

活で使 う日本語 を習得するグループ、もう一方は日本語を専門 として学ぶ、もしく

は専門分野の情報 を日本語で得る必要があるグループである。後者の学習者は比較

的短期間に集中的に学習す るケースが多 く見 られる。この場合効率的に学習で きる

反面、次 々に現れる漢字に責めたてられ、学習者は漢字 を学習す る本来の目的 を見

失いが ちである。また、同 じ漢字習得数の学習者であって も、医学部 ・工学部 ・文学

部 ・経済学部 など専門分野が違えば自ず と必要 とされる専 門用語が異なって くる。

日本語教師にとって、これ ら学習者一人一人の漢字習得数 ・進度 ・専門に合わせ

た漢字学習教材 を作成することが必要であるが、電子化 されたデー タが少ない、簡

単 に作成で きないなど、現状ではなかなか困難がある。希望する範囲の漢字データ

を容易に取 り出 し、プ リントアウ トできるようなシステムがあれば、教材作成の面

で大 きく役立つ と思われる。

そこで、外国人の漢字学習を支援することを目的に持ち、学習者が授業の後の復

習で使 え、かつ、日本語教師が漢字学習のための教材作成 をスムーズに行 なうこと

ができる、計算機を使用 した 「漢字学習支援 システム」があれば役 に立つ ものと思

われる。

3シ ステムの目的 と機能

学習者は、教科書 に準 じて 日本語 を学習す ることが多い。授業で既に習った漢字

を、教室で利用 した教科書 、使用された教授法 に従って授業後復習で きるような学

習支援 システムの開発 を目指 したい。

以下にあげ る4項 目を本システムで達成する課題 とする。

・学習者が教科書の本文 を読み、その時わか らない漢字がでて きたら、すぐに

情報 として取 り出せる

・漢字初級学習者から、新聞が読める学習者 まで、漢字の習得数は大 きく幅が

あるが、その多 くの学習者にとって役に立つ システムを構築 す る

・教師が学習者一人一人のレベル ・進度 に合 わせ 、簡単に漢字復習教材 を作成

することがで き、あ らゆる教科書に対応す る可能性 を持つ

…"施府鼎 顧繭 剛■口■■■■■■■■繭■■■■■■■■■■■陰
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・学習者が本人宛の電子 メールやOCRで 取 り込んだ文章デー タな ど、実際 に

使われる漢字 に触れることで 、学習意欲 を持 たせ る

4漢 字 学 習 支 援 シス テ ム

4.1シ ステムの概要

このシステムは、個別漢字 とその複数の属性 を記述 した 「漢字 カード」及び、教

科書の文章 を読み込んだ 「教科書 カー ド」及び、学習者 に電子化 されたデータや電

子 メールを読み込む機能を提供 している 「自由帳 カード」の集合体で構成 される。

盤
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図1:シ ス テムの構造

4.2シ ステムの想定利用者

このシステムでは、学習者が漢字 を復習する時に使 うだけではな く、教師が学習

者の習得漢字数、進度 にあった教材 を作成す ることも大 きな目的の一つ と考えてい

る。そのため付与 されてい る機能 は両者の目的によって役割を異 にす る。

以下 にシステムの対象者 とその目的 を述べたい。

・ 日本語学習者(漢 字学習)

`'噸 一嘲幽'一廟蘭闘■■■■■■■■暉嗣■■圏嗣■■■闘■■陰
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なんらかの形で日本語の授業 を受けている日本語学習者。殆んどの学習者は主 と

なる教材、主に教科書を使用 し、各 レベルに応 じて漢字が本文中に出て くる。学習

者は学習 した漢字 をすべてすぐ覚 えられるわけではない。授業後理解で きない漢字

を含む語彙がある場合、また既習の漢字だけ ど、この熟語や使 い方 は初めて といっ

た場合、学習者はこのシステム を起動 し、画面上で教科書の本文 を読み、わか らな

い漢字 に関す る情報 を取 り出す。

このシステムでは、学習者が読みたい文章 を電子データ化 し、学習者 自身がシス

テムに読み込 ませ、文章 中の漢字及び熟語 と漢字 カー ドをリンクさせ ることがで

きる。

学習者はそれぞれ 日本語学習の目的を異にする。このため将来的には各専 門分野

別の熟語 ・用語 に留意 した辞書 を内蔵 し、学習者の専門的な学習内容 にも対応 させ

たい希望である。

溝宰学習古樗シスチム 目垂

U目

2。

翻.
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漢字辞典

教科書

自 由帳

睡
終了

図2:学 習者のための機能

・ 日本語教師(漢 字学習のための教材作成)

学習者の レベルによって適切な教材 を作成 し与えることは、日本語教師の大 きな

役割である。このシステムでは、学習者の漢字習得数、学習 レベルにあった漢字及

び熟語 を選び、学習者に復習教材を与 えることがで きる。

一
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例 えば初級 レベルの学習者は、「一」を学習 した時点で 「一」の使用例 として 「一

般的」が出てきては戸惑 うと考 えられる。この場合教師は熟語データの中か らレベ

ルによって使用する漢字及び熟語 を選んで提供す ることがで きる。

漢字(最 終的には2,000字 一4,000字)及 び漢字に対応する熟語は、システムが

完成 した時点で格納 されている予定だが、漢字数が不足である、または新たに漢字

カードを作 りたい、自分 たちの選んだ教科書のデータも取 り入れたい とい う希望が

ある場合、教師は自動作成機能 を利用 し、既存の属性デー タとの重複 を避けなが ら

新たな属性データを漢字カー ドに読み込み、独 自の漢字 カードの集合体 を構築 する

ことが可能である。この場合、教師間で分担 して入力 した場合においても、教師が

常に最新のデータを書 き出 して把握で きるよう配慮 した。また、検索 によって選ん

だ漢字データをプ リントアウ トし、教材 として利用す ることが可能である。

漢字学習支援システム

撫 襲学一夢管理

一
穂留書炉一夢管翻

巨]垂

漢字データ読込

漢字データ書出

熟語データ読'

熟語データ書出

書き順 ボタン作成

敦科書データ読込

リンク作成

熟語表示しペル L4

漢字辞典

教科書

自 由帳

終了

図3:教 師のための機能

4.3使 用計算機 、ア プ リケ ー ション ・ソフ トウェア及 び使用 言語

マ ウスな どで比較 的簡単 に操作 で き、かつ、動 く情報 を扱 う機 能が多 い ことか ら

以下 の計 算機 を選 ん だ。 またで きる だけ新 た に システ ム ・ソ フ トを購i入 しな くて

もす む ように、現 在殆 ん どのApPle社 のMacintoshに 付属 してい る以 下 のアプ リ

ケー シ ョンソフ トを利 用 して い る。
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・使用 計算機

AppleComputer社Macintosh

・使 用 アプ リケ ー シ ョン ・ソフ トウ ェア

AppleComputer社HyperCardVer.2.2

・使 用言語

HyperTalk

4.4漢 字学 習支援 の概要

漢字 カー ドと教 科書 カー ド、自由帳 カー ドを利用 して 日本 語学習者 が復習 をす る

時の支援 の概 要 を以 下 に説 明す る。[6]

(画面1)(画 面2)(画 面3)(画 面4)

晦圏瀦 麟 舗1臨 嚢 一熟語を選択癖
ノ ほ　

ヨしたいテキス トを　ふり 　テキストく　　のまを　ふリ ノノづア ニニ　ニ

1　1囎礎 織lll翻 灘蕪 戸 謄 択
　サ　 ガ　　 　 　 コ　 　 　 　 　 ニ

リニリニ リ

「『 諜羅 『言 　,鶴 丁 遡
1・1騨 照㈱ 擁無藏』繊醐撒

i圃 嘉睾繍 潔噸 、饗 募1轡i灘一1_..1、.姦 岬

1画 。__llす る 熱 つするtogooutunexpegedoutsideoftlabroad・・Shipl韓 羅1醐 画

u皇 一鑑攣;難鑑』.　 L認 勲

図4:漢 字学習支援システムの概要

1.教 科書 を選び(画 面1)、 さらに課 を選ぶ(画 面2)。

2.教 科書の本文 を画面で確認 しなが ら復習 を進め、不明な漢字や熟語をマウス

で指定する(画 面3,4)。

ド…一 ■■■■■■膨
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3.漢 字や熟語に対する意味 ・熟語 ・書 き順 などの情報 を検索するための表示画

面 を出す(画 面5)。 個 々の漢字に対する書 き順 、熟語、意味 などを必要に応

じて検索 させ る。一枚の漢字 カードにリンクさせる属性情報 として以下の項

目を選んだ。

・個別漢字

●音読み及び使 用例

・訓読み及び使 用例

・意味:外 国語(現 在英語のみ)

・部首(現 在 はまだ表示 していない)

・画数

・教科書名/課

● レベル(1～6)

4.そ れぞれのボタンをクリックす ると、(画面6)の ような表示がなされる。熟

語は学習者の レベルに応 じた漢字によって構成 されるようにする。

5.書 き順や音声などの動的情報 を、マルチメデ ィアを利用 し効果的に提示する。

このシステムは2つ の立場から構成が なされている。システムのデータ構成 を学

習者、教師それぞれの観点から以下の順で述べてい く。

1.学 習者のための諸機能

2.教 師のための諸機i能 、

5シ ス テ ム の 構 成(1)一 学 習 者 の た め の 諸 機 能 一

5.1漢 字 カード

本システムの大 きな目的は学習者が漢字 を学習する際に考えられる困難をで きる

限 り排除 し、授業の後 の復習を支援することである。学習者は漢字 ・熟語 を含む文

章 を本 システムの辞書機能 を利用 して読 む。この観点から見ると辞書的機能は教科

書本文 カード、自由帳カードに次いで3番 目に位置するが、その担 う役割は大であ

る。漢字 ・熟語を含む本文を読む際必要な語彙情報、将来的には各専門分野の語彙
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情報 を備えなければならない。その意味では最 も充実 した内容 ・機能 を目指 さなけ

ればならない。 しか し形 としては影 に隠れた存在 である。

現在試作段階のシステムには128枚 の漢字 カー ド、12枚 の教科書本文 カー ド及

び、3枚 の自由帳カードが格納 されている。各 カー ドでは漢字の形 ・音訓 ・意味だけ

ではな く、熟語や漢字で表現 される語句などの情報 を視聴覚を利用 し取 り扱 う。各

カードの文章 に含 まれる漢字 ・熟語はそれぞれ個別漢字 カードとリンク している。

図5:漢 字 カー ド:表 紙

漢字 カードには11項 目の個別漢字の属性がデータとして記載されている。各項

目はそれぞれ索引項目として機能 し、漢字 を体系的に理解する一助 とする。

本システムでは各検索キーを選択 または入力すると該当するカードだけが選択 さ

れる。該当数が画面に表示され選択 されたカー ドが閲覧可能 になる。本 システムで

は以下の属性 による検索がで きる。必要 に応 じて複数の属性 による検索 も可能に

なる。

5.1.1漢 字 カードに記載 されている漢字の属性

個別漢字

現在は漢字128字 を格納 している。将来的には新聞漢字が読める数の漢字 を網羅

舳帽噺剛輔醐醐咀■■■嘲 ■■■■■■■蘭■■■■■■墜
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漢字学習支援システム 凹藝

全9枚

学
訓読み

音読み

意 喋

まな ・ぷ 画数

ガク,ガッ
8

レベ'ル

17

stud

学生

女子学生

大学

力学

が くせ い

じよ しが くせ い

だいが く

りきが く

漢字辞典 漢字検索 熟語(生徒)

astuderrt

agirlstudent

auniversity

dynamjcs

合

◇

は じめ に も ど る

書 き順(数 字)
M

図6:漢 字 カー ド

したい希望である。現在、基本テキス トとして 「基本漢字Vol.1:筑 波大」[3]「基

本漢字Vol.2:筑 波大」[4]「漢字V1000PLUS:筑 波大」[5]か ら入力 した。

訓読み

現在は 「基本漢字V・1.1:筑 波大」「基本漢字Vol.2:筑 波大」「漢字V1000PLUS:

筑波大」に使用される訓読みを入力 した。将来的には新聞漢字が読める数の漢字に

対応する訓読み を網羅 したい希望である。

音読み

現在は 「基本漢字Vol.1:筑 波大」「基本漢字Vol.2:筑 波大」「漢字V1000PLUS:

筑波大」に使用 される音読みを入力 した。将来的には新聞漢字が読める数の漢字に

対応す る音読みを網羅 したい希望である。

意味

現在は 「基本漢字Vol.1:筑 波大」「基本漢字Vol.2:筑 波大」「漢字V1000PLUS:

筑波大」に使用 される意味 を英語で入力 した。将来的には新聞漢字が読める数の漢

字 に対応する意味 を網羅 したい希望である。英語以外の外国語の意味情報を入力す

ることによってそれぞれの言語に応 じたシステムの構築 が可能である。

画数

画数については、一般に漢字辞典で採用 されていることと、外 国人が漢字 を体系

一
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的に学んだり記憶 した りす るする場合、漢字の部分 を認識す る上で役 に立つ と思わ

れるため、採用 した。現在は 「基本漢字Vol.1:筑 波大」「基本漢字Vol.2:筑 波

大」「漢字V1000PLUS:筑 波大」に使用される画数 を入力 した。基本的には教育

漢字表 、常用漢字表に従 う。

熟語

現在は 「基本漢字Vol.1:筑 波大」「基本漢字Vol.2:筑 波大」「漢字V1000PLUS:

筑波大」に使用 される熟語 を入力 した。将来的には新聞記事が読める程度の熟語 を

網羅 したい希望である。

書 き順

書 き順は、必ず覚えなければならないとい うものではないが、正確 に書 いた り認

識 した りする助けになると思われる。この システムでは書 き順 をアニ メーシ ョンで

表示 し、学習者が希望する時見 られるように した。基本的な書 き順 は教育漢字表、

常用漢字表に従 う。

教科書名/課

この属性は、教師が教材作成 を考 える場合の利便を優先 している。ある教科書、

ある課に出て くる漢字の リス トが この属性の検索 により容易に検出で きる。初級 レ

ベルでは 「基本漢字Vol .1:筑 波大」「基本漢字Vol.2:筑 波大」「漢字V1000PLUS:

筑波大」 を使用、将来的には必要 とされる教科書に対応 させたい希望 である。

部首:デ ータを後 で読み込ませる

部首は漢字 を構成する要素 として漢字 を学習する上で学習者の理解 を助けると思

われる。漢字によっては本来の部首 と異なる もの もあるが、徒 に難 しい語源 をたど

るより一般的に使われている部首を使用する。約250種 類の部首 について対応する

漢字データを作成 し順次各漢字 カードに読み込 ませ、検索などに対応 させたい。

レベル(1～6)

学習者の漢字習得 レベルにより、漢字カード及び熟語をレベル別 に構成すること

がで きる。学習者は上 に記 した漢字の属性情報 を漢字習得 レベルに応 じて検索する

ことがで きる。また、学習者に対す る教育的配慮 から教師が画面に現れる漢字及び

熟語の数 を制限 して与 えることがで きる。

本システムでは漢字の レベルを表1の ように設定 した。

漢字に付随 して表示 される熟語の レベルは、熟語 を構成する漢字の最 も高いレベ

ルに設定 してある。すなわち熟語は熟語を構成する各漢字 をすべ て学習 し終えた段

階で現れて くる。この熟語表示 レベルは変更することがで きる。教師は漢字 カー ド

を学習者 に与える際、学習者の漢字習得 レベルを考慮 し、難 し過 ぎる熟語が出現 し

ない よう配慮することがで きる。しか し、例 えば医学や理学、工学などの専門用語

… 》噛酬舶欄剛醐圃自醐 蘭■■■圏■■■闘闘■■■■■■■膨
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表1:漢 字 の レベ ル

漢字習得数

1～250

251～500

501^.750

751～1000

1001～2000

2001

漢字習得 レベル

1

2

3

4

5

6

を学ぶ学習者 に対 しては、少ない漢字習得数の段階で もすべ ての専門語彙が現れる

ようにするなど配慮が可能である。

ある漢字が未登録の場合、自動的にレベルを6に 設定する。これ らの漢字 はレベ

ル6の 漢字 と同等に表示 される。

「レベルX」 は 「レベルX以 下の総漢字」 とい う意味 を表す。

5.2教 科書カー ド

既に第2章 で も述べ たように、学習者は個別 に漢字 を学習 しただけでは充分 と

は言 えない。実際に漢字が使われている文章 を数多 く読 むことにより、どこで、ど

んな形で漢字が使 われるかを理解することがで きる。その ため、最 も身近 な教科

書の本文が困難 なく読むことがで きるよう、システムの教材 として取 り上げている。

学習者は授業である教科書のある課 を勉強 した後 、復習のために計算機を起動す

る。教科書 カードの表紙の、教科書 ・課 ・種類の三項 目か ら検索項 目を選択する。

該当す る項 目だけが一覧表示され、その該当数が画面に表示 される。

画面の リス トか ら自分の勉 強 したい教科書 を、次 に課 を選ぶ。本文が画面に現

れ、読んでい くうちに忘れた漢字が出て くると、その熟語をクリックす る。画面 に

は熟語 を構成する漢字 を含む熟語の リス トが現れ、学習者 は得たい熟語でクリック

する。次の画面では熟語 を構成する数枚の漢字 カードが選び出され、各漢字 カード

には漢字使用例が レベ ル別 に現れる。初級 の学習者 には初級 レベ ルの漢字使用例

が現れ、上級 レベルで は総ての レベルの漢字使用例 が網羅 された熟語情報が得 ら

れる。

本文を読むことになん ら困難が生 じなかった学習者は、この段階 を踏む必要がな
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漢字学習支援'システム

教科書 を読 む

検索 在佳
【」1Aπ で十 一'd・ し ノ

謹 羅1雛一
ε===.1.,,...,Cu浄ent嫁anese

AdvancedJapanese基 礎 漢 字1課 復

lntenSiVeCOUC'SeOf訟 照neSe

講 義 で聞 く日本 語

朝 日新 聞 で 日本 を読 む

l

E
七

調

P_]≡

図7:教 科書 力0ド:表 紙

い と思われる。

基本 となる教科書 として表2を 選 んだ。 しか し、教師の希望によってあ らゆる教

科書 に適応で きる可能性 を持つ。(教 科書/略 号の順 に記載)

5.3自 由帳カード

教科書本文 カー ドと同様 、学習者が実際に目に触れる漢字を含む文章にで きるだ

け慣れ親 しむ目的で この段階 を設けた。基本的 な操作は教科書本文 カードと同 じ

で、テキス トデータの読み込み とリンク作成機能を学習者に提供 している。

最近、欧米を中心 に日本で も電子 メールを使用す る場面が多 くなった。学習者は

日本語で書かれた電子 メールを見て、その中のい くつかの漢字は習得 しているにも

関わらず、熟語を構成する他の漢字が読めないばか りに意味がわか らないといった

無念の思いを持 ったことが多いことと推測 される。文中の漢字のい くつかに興味 を

持 っていれば、その漢字が構成する熟語を多 く目にすることによって、漢字その も

のに対する抵抗感が失せ、かつ個 々の漢字の働 きにさらに興味 を持つ ようになるこ

とが期待で きる。

以上の観点か ら、あるいは熟語の意味 を調べるだけの安易 な使 い方から、あるい

は個々の漢字すべてに興味を持つ段階 まで、学習者にとって漢字に対する幅広 い学

`"噸 ■圏嘲■■圏圏■■■■■■『
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漢1享単習古樗 シスデム 凹≡

曹 ・ ・M・"唇 ・ ・膠1一
至

[プ ラ ニ ー一さ ん の は な し]

囹 私は 日本大学の学生です。

専門は体育です。

十月九 日にタイか らきま した。

月曜 日か ら金曜 日まで 日本語のク

ラスでべん きょうします。 私 は 日

囹本語が好 きです。 ハ

図8:教 科書 力0ド

表2:対 応教科書

基 本 漢 字Vol.1(筑 波 大 学)

基 本 漢 字Vol.II(筑 波 大 学)

漢 字Plus1000Vol.I

AnIntroductionToAdvancedSpokenJapanese

JapaneseLifeToday

日本 社 会 再 考

CurrentJapanese

AdvancedJapanese

IntensiveCourseofJapanese

講義 で 聞 く日本 語

朝 日新 聞 で 日本 を読 む

BKl

BK2

1Kl

ASJ

JLT

Saiko

CJ

AJ

ICJ

Kogi

Asahi

一一一 燗一鯛 醐 ■闘 ■■■日閾■繭圏嗣■■ ■■■■■■夢
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習の選択権が与えられると思われる。

海!享単習支樗システム

自 由 帳

凹≡

データ読込

翻

連絡 砺
Z

Z:

図9:自 由帳 カー ド :表 紙

5.4自 由帳 カードの自動作成

学習者が電子化 されたデータを学習者の希望によって学習者 自身が システム上 に

読み込み、リンクさせ る機能である。これにより学習者は興味 を持った教材 を辞書

とリンクさせて読 むことが可能になる。

熟語の読みや意味 を本文 と同一画面上 に表示 し、メールや新聞記事 の内容の理解

を優先することがで きる。学習者が必要だ と思われる時にのみ個々の漢字の晴報 を

参照で きるように した。

本システムの自由帳 カードの 自動作成機能 をまとめると以下の ようになる。

・学習者が友人か ら受け とった電子 メールの漢字がわか らない時や 日本語の新

聞記事を読みたい時など、電子データを直接、またはOCR(文 字認識装置)を

利用 して文字 を電子データ化 した後 、本 システムに 「自由帳カード」 として

読み込み、わか らない漢字 を調べ る。

・教師が学習者の漢字習得数 に合わせ た漢字 ・熟語の レベルを設定 したシステ

ムを与 えることにより、学習者 は多過 ぎる漢字デー タに煩 わされることな く

漢字に親 しむことがで きる。

冒嗣一脚醐側陶■劇■■■■■噸 ■■■ 圏■■■■■■ ■■■■勝
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津 牢学習古構 シス 子ム 巨雇

山田先生 ■ ■四囲 罰■｠

き ようf十 月 九 日 は 山 嘩 生 の 大 学4.i

で 日本 語 のべ ん き ようを します 。 大 学

はf日 本 大 学 です 。

堂 老‡け 里早 学 堵 が;入 と,々 子 学 生 撃
■

1器　 ミ華 羅 響1
異生 観"fieldateacher摩一

図10:自 由帳 カー ド

6シ ス テ ム の 構 成(2)一 教 師 の た め の 諸 機 能 一

本システムは、あらゆる電子化 された文字教材か ら容易に漢字教材 を作成で きる

ことを目的にい くつかの機能を実現 している。この機能 により本システムのデータ

構成 を新 たに作 り変えることがで きる。

本章では教材 を自動的に作成する機能 を以下の順に述べたい。

1.漢 字 カード自動作成機能

2.教 科書 カー ド自動作成機能

3.自 由帳 カード自動作成機能

4.漢 字 ・熟語のテキス トデー タ書 き出 し機能

6.1漢 字 カー ドの 自動 作成

漢字 カー ドは、テキス トデ ー タ として入力 した漢 字数 と同数の カー ドが作成 され

ているが、さらに補充 したい場合個別漢字 とその属性デー タを一定の形式で作成

し、システムに漢字カードを加 えることが可能である。
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個別漢字及び属性の入力 を次の ように行 った。

6.1.1個 別漢字デ ータ

漢字の各情報を 「Tab」キーで区切 り、各漢字毎の情報 を 「Return」キーで区切る。

個別漢字/通 し番号/教 科書名 ・課/画 数/訓 読み/音 読み/意 味

属性 情報が複数の場合、区切 りを半角 コンマ 「,」で表示する。レベルは漢字個 々に

つけた通 し番号 により自動的に決定す る。入力に用いたデータの一部を表3に 示す。

表3:シ ステ ム に使用 した漢 字デ0タ の一部

車9BK1-17く る ま

門10BK1-i8か ど

火11BK1-24ひ

水isBK1-24み ず

金13BK1-28カ 、オ&

土14BK1-23つ ち

子15BKi-23こ

女16BK1-23お ん な

学17BK1-28ま な ・ぶ

シ ヤ

モ ン

カ

ス イ

キ ン

ド

シ

ジ ョ

ガ ク,ガ ッ

car

agate

fire

water

gold,money,metal

ground,earth,soil

child

woman,female

study

6.1.2熟 語デ ータ

熟語の各情報を 「Tab」キーで区切 り、各熟語毎の情報を 「Return」キーで区切る。

熟語/ふ りがな/意 味/教 科書名 ・課

意味が複数ある場合、区切 りを半角 コンマ 「,」で表示 した。 レベルは熟語 を構

成する個々の漢字につけた通 し番号により自動的に決定する。入力に用いたデータ

の一部 を表4に 示す。

6.1.3重 複登録 に関する優位性

上の方法で入力 を行なう際、現在 までに登録済みの漢字に新たな属性が付加 され

た ものがデータとして読み込まれる可能性が高いと思われる。同じ漢字カー ドが2

枚以上にならない よう重複登録 を避けなければならない。これに対す る対応策 とし

て再登録時の属性 による優位性 を以下のように定めた。
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表4: システムに使用 した熟語データの一部

車

自動車

電車

門

専門

火

火曜日

火山

水

くるま

じどうしゃ

でん しゃ

もん

せんもん

ひ

かようび

かざん

みず

acar

acar,anautomobile

atrain

agate

aspecialty

fire

Tuesday

avolcano

water

BK1-1

BKi-1

BK1-1

BK1-1

BK1-1

BK1-2

BK1-2

BK1-2

BK1-2

漢字学習支援システム
醸

薦享炉一多管聰

漢 字 デ ー ≡翻

噛蔚書学目夢管聰

執 罫玉 一'一 葦吉' ≧ 一'一__.,,

漢字デ

1

漢字のテキス トデータは

モコ試作品4

■ 轟=。

D漢 字(作 成データ)

D基 礎漢字本文1

D教 科書復習例題データ

d熟 語(原 始データ)

D熟 語(作 成データ)

D履 歴

ロ 連絡(今 日の日本語敦室.

oMacintoshHD

[w.'】

ドライブ 〕

4

〔

国
キ ャ ン セ ル

終了

図11:漢 字 デ ー タ読 み込み
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1.漢 字デー タ

漢字

訓読み

音読み

意 味

画 数

レベル

教科書 ・課

2.熟 語デ ータ

熟 語

読 み

意 味

レベル

教科書 ・課

一教師のための諸機能 一

最初の登録を優先する

追加登録する

追加登録する

追加登録する

最初の登録を優先する

最初の登録を優先する

追加登録する

19

最初の登録を優先す る

追加登録する

追加登録する

最初の登録を優先す る

追加登録する

.最 初の登録 を優先するものは、二度 目の登録の際無視 される。これ らの項 目

を修正 したい場合は、各漢字 カード上で修正す る。

・ システム側でこの機能 を提供す ることによって、教師の作業が効率化で きる

と考 える。一冊の教科書 を複数の教師が手分け してデー タを作成 した り、い

くつかの教科書 をそれぞれの教師が作成 し後で一つにまとめるなどの作業分

担が可能になる。

.ま た、初級者用 と上級者用の辞書を区別 して作成す ることなども可能 になる。

最初に初級者用の辞書 を作成 してお き、後か ら上級者用のデー タを追加 して

読み込む。全 く新 しい漢字が追加登録されることもあるし、すでに登録 され

ている漢字に対 して、上級者向 きの訓読みや音読みが登録 される場合 もある。

6.2教 科書カードの自動作成

学習者が使用するほとん どの教科書 には主 となる本文があ り、本文が理解で きる

かどうかは各課の学習項 目をすべて学習 し終えたか どうか を測 る目安 になる。学習

者にとって も抵抗 な く読めるようになることは大 きな自信 につながる と考 えられ

る。この目的で、各教科書、各課の本文 をOCR(文 字認識装置)で 読み取 り、電子

データ化 した後 システムに読み込み、教科書本文 カードを作成 した。

一
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よく使 われる教科書の本文カードはシステムが完成 した時点で格納 されるが、す

べての教科書を網羅 しているわけではない。また日本語教育の場は広 く、手作 りの

教科書、新聞記事 を利用 した授業 もよく行なわれている。このため格納 された教科

書本文だけではな く、文字を利用 したあらゆる教材 を対象 にして本文 カードが作成

で きるようなシステムの構築 を目指 した。

教師は学習者の漢字習得数 ・学習 レベルに合わせて文章 を選び、電子データ化 し、

システムに読み込 ませ ることによって本文 カー ドを作成 し、学習者 に提供すること

がで きる。

本システムの教科書本文カー ドの自動作成機能 をまとめると以下のようになる。

・主 な教科書 より本文 を電子デー タ化 した後 システムに読み込み、本文中の漢

字及び熟語 と個 々の漢字カー ドを リンクさせる。学習者が本文中のわか らな

い漢字 をクリックすることで選んだ熟語、熟語 を構成する個 々の漢字の情報

を表示す る。

・教師が自作の漢字 を含む文字教材 を電子データ化 し、システムに読み込み、

本文カードとして利用する。

・教師が新聞記事 ・本から教材 を選び、授業で使 う場合、その文章 を電子化 し

システムに読み込み、本文 カードとして利用する。

6.3自 由帳 カードの 自動作成

教科書カードと同 じ目的で自由帳 カードの自動作成機能 を構築 した。学習者が さ

らに身近な文章に親 しめるように、電子化 されたデータを学習者の希望 によって学

習者自身が システム上に読み込み リンクさせ る機能で、通常学習者 に提供 されてい

る。しか し教師が適当な文章 を選び電子デー タ化 された教材か ら自由帳カードを作

成 し、学習者に生 きた教材 として提供す ることがで きる。

本システムの 自由帳 カードの自動作成機能 をまとめると以下の ようになる。

・学習者が手紙や 日本語の新聞記事 を読みたい時、OCR(文 字認識装置)を 利用

するなどして、文字 を電子データ化 しこの システムに取 り込み、利用する。

.教 師が学習者の漢字習得数 に合わせた レベルのシステムを与 えることによっ

て、学習者は多過 ぎる情報に惑 わされることな く、身の回 りの文字デー タか

ら漢字に親 しむことがで きる。
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7そ の他の機i能

7.1学 習者の操作履歴の記録

この機能は学習者の操作(学 習)履 歴 を記録するもので、得 られる情報 として以

下の項 目を取 り上げ た。これらの情報が システム と同じフォルダ内の 「履歴」とい

うファイルに記録 される。

・履歴記録によって記録 されるデー タ

一 いつ(日 付 、時 間)

一 どの カー ドで(カ ー ド名)

一 どん な操作 を したか(操 作 の記録)

一 そ の際 どの文字 を ク リック し、 どんな検 索 を行 ったか(対 象 文字)

学習の履歴記録か ら得 られる可能性 として以下のような例 が考え られる。

・学習の履歴記録の例

一 学習者Aの リンクのた どり方 を調べると:

「本文1」 → 「私立大学」熟語→ 「私立」熟語→ 「立」漢字→ 「公立」熟

語→ 「本文1」 に戻 る→ 「大学」熟語→ 「本文1」 に戻る

一 学習者Bの リンクのたどり方 を調べ ると:

「本文1」 → 「私立大学」熟語→ 「私立」熟語→ 「本文1」 に戻 る→ 「大

学」熟語→ 「本文1」 に戻 る

以上の ような観察の結果が得 られた場合、教師は学習者A、 学習者Bの リンク

のた どり方か らA、Bが どの ように漢字デー タを参照 しているか、また学習の効

果はどのように現れるか など結果の考察 を行 ない、これによって学習者が どのよう

に学習 を進めるかを把握 、分析す る一助 とす ることが可能である。

また、何回も同 じボタンを押 したのは理解 しに くいか らではないかなど、リンク

構造の再編などを検討する際の情報 となることが期待 される。使い方がわか らない

などのクレ0ム に対 しても、それがシステムの善 し悪 しに依存 した ものか、漢字学

習の際の問題か、さらにCAIに 求め られるるものは何かな どの分析 を進めること

も可能であると考 える。[7】



一

8現 状の問題と今後の課題 22

7.2選 択 した漢 字 の レポ ー ト印刷

本 シス テムで用 い たHyperCardで はそれぞ れの カー ドを簡単 にプ リン ト出力 す

ることが で きるが 、各 フ ィ0ル ドの スペ ースに限 りが あ り、実 際 カー ド上 に表 出 し

てい るデ ー タだけ をプ リン トして も見 えないデ ー タが残 される。その機能 をカバ ー

す るため に、カー ドの漢字 と漢字 の属性 の うち必 要 なデー タを選 び、 レポー トプ リ

ン トとしていつで も出力で きる よ うに した。 これ に よって教 師 は必 要 な漢字 をマ ー

ク し、 これ を漢 字教材 と して も使 用す るこ とがで きる。

7.3漢 字 ・熟語データのシステムか らの書 き出 し

システムの漢字 カードには11項 目の漢字の属性が記 されてい る。複数の教師が

作成 したデータか らは、重複記述 を避ける方法で読み込まれ、漢字カードは日々書

き換 えられる可能性がある。システムを管理する場合常に書 き込 まれている最新の

デー タを認識 し保存 したい。そこで、蓄積 されている漢字学習支援 システムの漢字

に関す るデータをテキス トデータとして書 き出す機能 を提供 した。

これまで、データはシステムへ読み込むだけであったのに対 し、今 回この機能 を

提供することによって、最新の漢字 ・熟語のデータを認識 し保存することがで きる。

また、複数の教科書のデータを別々に作成 し読み込んだものを一つのテキス トデー

タにまとめてプ リントアウ トす ることがで きる。この際、前章で述べ た重複登録の

チェック機能が働 き、同一漢字、同一熟語は一つの情報にまとめ られる。

8現 状の問題と今後の課題

現在128の 漢字及び漢字 に対応する熟語 を格納 して、試験的に運用 している段階

であるが、まだまだ課題が多い。現在 までの問題 として以下の3点 があげ られる。

システムデザ イン

学習の履歴記録及び、学習に実際使 ってみてもらったあとの意見 を参考 に漢字シ

ステム全体 に渡 る最終的なデザ インを仕上げ たい。

画面表示 について

まず最初のバージョンとして、システムの大部分の画面を日本語で表示 した。こ

れから学習者 に試験的に使用 して もらい本 システムの問題点を取 り出す に当た り、

早急に外 国語の画面表示 を行 なわなければならない。さしあたって英語バージョン

を作成する。

漢字カー ドで使用す る書体
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漢字カードの書 き順 アニメーションの 「書体」を選定中であるが、現在 は 「平成

明朝」を使用 している。比較的素直な形であるが、通常印刷 に使われる書体は、新

聞などの ように字が まとまって使われている時読みやすい目的で、デ フォルメさ

れている ものが多い。理想 としては、小学校の教科書に使 われている 「教科書体」

で、点画がはっきり認識 される ものが望 ましい。

今後は現状の問題点 を解決に導 きなが ら以下の3点 の課題 に取 り組んで行 きたい。

漢字及び熟語データ

本 システムの漢字 ・熟語デー タとして教科書の語彙だけではな く、新聞 など日常

生活で使 われる漢字 ・熟語データ、将来的には各専門分野の語彙 も取 り入れたい希

望である。

視聴覚情報の利用

言語 を習得する上で視聴覚情報は重要な要素を握 る。本 システムの視聴覚 を扱い

やすい環境 を生か し、音声情報 について も取 り組みたい。

また今回は取 り組 まなか ったがハ イパーカードの利点を生か し、「漢字の成立 ち」

などを視覚に訴える形で取 り入れ、漢字 カー ドに リンクさせて学習者の漢字の知識

の周辺部分 を充実 させたい。

データ読み込み時の文章の区切 りの認識及び形態素 との関連

本研究では、本来的なこのシステムの利用 目的が、文章 と漢字 ・熟語データをリ

ンクさせ、学習者の理解 をはかることであることを考慮 し、語彙の辞書形 に着 目し

研究を進めた。

英語の場合個々の単語 は半角スペ0ス で区切 られているが、日本語の文章は区切

りが認識 されに くい。本研究では、本来的なこのシステムの利用 目的 を考慮 し、語

彙の辞書形に着 目、漢字 ・熟語をあらか じめ準備 した上で リンクを行 なった。読み

込んだ文章 と辞書 をリンクさせる場合、文章全体か ら熟語を検索するよ り、文章を

区切った上で熟語を検索するようにし、これによりリンク生成の効率化 をはかった。

・私 は、 日本語 を勉 強 します 。「Return」

とい う文 章 を

・ 私 は、「tab」 日本 語 を 「Tab」 勉 強 します 「Return」

の よ うに文 章 中のの 区切 りに 自動 的 に 「tab」 を挿入 しなが ら、

読 み込 む。区切 りとなる文字 と して 、表5の 文字 を登 録 した。

テ キス トデ ー タを
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表5:文 節の区切 り文字(11文 字)

を 「 」()、 。 , .!?

現在は、読み込 む文章の中か ら熟語を抜 きだ し、漢字 カー ドとリンクさせてい

る。しか し将来的には漢字デー タ及び熟語データの数が膨大 に増 えることが予想 さ

れるため、システムの内部に形態素解析 を取 り入れる必要が出て くるか も知れない

と考 える。
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